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Abstract: Overabundance of cervids has induced changes on forest composition and structure in many 

regions, and is a major threat to forest ecosystem. On Tanzawa Mountains, overabundance of sika deer 

also caused the forest ecosystem degradation, such as disturbance of understory vegetation and soil 

erosion. For effective management of deer population and forest ecosystem, it is important that 

integrated database should be developed. In this study, we designed and developed GIS database for 

management of deer and forest ecosystem. The GIS database should facilitate information sharing 

among various stakeholders and constitute a first step toward integrated management of deer and forest 

management. 
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1. はじめに 

 ニホンジカ（Cervus Nippon；以下シカ）を含むシ

カ科の生物は，過去 50 年間に世界各地で急激に個

体数を増加させており（Côté et al., 2004），多くの

地域において，個体数の増加により林床植生の多様

度の低下など森林へ強い影響を及ぼしている

（Fuller and Gill, 2001； Webster et al., 2005 など）． 

 シカ科の生物と森林の関連については，特に林床

植生や土壌との関係について多く研究が行われて

いる（Gill, 1992； Pépin et al., 2006 など）．また，

間伐などの森林管理は林床植生の変化をもたらし，

その結果シカ科の生物の生息環境にも影響を与え

るため，森林管理とシカの生息地利用との関連につ

いても研究が行われている（Vospernik and Reimoser, 

2008）． 

 神奈川県丹沢大山地域において生息するシカ個

体群についても例外ではなく，シカの局所的な高密

度化が起きており，高標高域のブナ林の更新阻害や

中標高域の二次林・人工林の土壌流出といった森林

への影響が確認されている（丹沢大山総合調査調査

団, 2006）．また，神奈川県では人工林の水源涵養機

能を回復させることを目的とした水源の森林づく

り事業において，人工林の間伐・枝打ちなどが行わ

れているが，シカの高密度地域では林床植生が回復

しないことが問題になっている． 
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神奈川県では，平成 19 年より第 2 次神奈川県ニ

ホンジカ管理計画（神奈川県, 2008）を策定し，森

林を含めた生物多様性の保全と再生を目標の一つ

としてシカの個体数調整などを実施しているが，シ

カ個体群の管理と同時に森林生態系や生物多様性

に与えるシカの影響を最小限にするためには，シカ

物と森林を統合的に管理していくことが重要であ

り，その最初のステップとしてシカと森林，それに

伴う施策やモニタリング等の情報に関する GIS デ

ータベースを構築し，情報を整理する必要がある． 

 そこで本研究では，神奈川県丹沢大山地域におけ

るシカと森林の統合的管理を行うために，既存のデ

ータや情報を GIS データとして整理し，そのデータ

を取りまとめた GIS データベースを構築すること

を目的とした． 

 

2. データベースのデザイン 

2.1 既存の情報や関連する計画・事業 

 シカと森林に関連する主要な計画・事業は前述し

た第 2 次神奈川県ニホンジカ管理計画の他に，自然

再生事業，かながわ水源環境保全・再生 5 か年計画

があり（表-1），関係する機関・部署も多岐にわた

っている． 

表-1 シカと森林管理に関係する主要な計画・事業 

事業・計画名 実施年度 主な目的 

丹沢大山 

自然再生計画 

2007 年 

~2011 年 

丹沢大山の 

自然再生 

かながわ水源環

境保全再生実行 

5 か年計画 

2007 年 

~2011 年 

神奈川県の 

水源環境保全・再生

第 2 次神奈川県 

ニホンジカ保護

管理計画 

2007 年 

~2011 年 

地域個体群の存続 
生物多様性の保全農

林業被害の軽減 

 

これらの事業により得られた情報については，統

合型 GIS データベースである e-Tanzawa（山根ほか，

2005）を構築している自然再生事業を除き，各機

関・部署が独自に管理している． 

2.2 データベースの役割の整理と設計 

 データベースの役割として，関連する基盤情報を

集約し共有する役割，解析を行うためのデータセッ

トや解析結果を取りまとめる役割，今まで得られて

いる情報や解析結果を事業や計画に反映すること

や外部への発信などアウトプットとしての役割が

主に考えられる． 

そこで本研究では，GIS データベースを上記に記

載した主な役割ごとに 3 つのサブシステム（基盤情

報データベース・解析情報データベース・アウトプ

ット）に分離して設計した（図-1）． 

 

図-1 GIS データベースの設計 

 



 基盤情報データベースでは，行政界，土地利用，

植生，DEM などの基盤情報と，シカ，森林に関す

る情報を集約し，関係する機関・部署などが共通の

情報をして共有できるデータベースとして整理す

る．解析情報データベースでは，シカと森林の統合

的管理に向けた課題について基盤情報データベー

スから関連するデータを抽出し，それぞれの課題に

対するデータベースと解析結果を集約する．アウト

プットでは，既存の情報や解析結果から統合的なデ

ータベースを構築し，事業・計画などへ意思決定支

援のための情報整理や外部へ発信するための情報

を集約する．また，これらのデータベースは相互に

関係しており，事業や計画が実施された場合には基

盤情報データベースにフォードバックされ，常にデ

ータベースが更新される設計となっている． 

 

3. 適用例 

3.1 GIS データとしての整理 

 GIS データのフォーマットは主に使用するソフ

トである ArcGIS（ESRI 社製）で利用できる形式と

した．また，投影法に関しては統一する必要はない

が，使用するユーザーが GIS に不慣れな場合も考慮

して投影法（平面直角座標系 9 系世界測地系）を統

一した． 

3.2 GIS データベースの構築 

 本研究では，シカと森林の統合的管理にむけて上

記のように設計した GIS データベースの内，基盤情

報データベースの構築と現状で整理されている課

題についての解析情報データベースを試作した． 

 基盤情報データベースは，基盤情報は e-Tanzawa

で既に整理されている情報を集約し，シカと森林に

関しては各事業やモニタリングの結果を集約し

GIS データベースとして構築した（表-2）． 

今回構築する基盤情報データベースは統合的管

理を目的としているため，項目は担当する機関・部

署ごとにではなく，データベースを使用するユーザ

ーが理解しやすいように内容ごとに整理した．また，

更新については，基盤情報を除き，シカ・森林に関

係する情報は事業・調査が継続して行われているた

め各年度更新していくことが必要である． 

表-2 基盤情報データベースの主な項目 

項目 内容 

基盤情報 

行政界・土地利用・植生 

DEM・地図・道路・河川 

土壌・保全対策など 

シカ 

シカ個体群 

区画法・糞塊法・狩猟統計

ライトセンサス・捕獲個体情

報など 

生息環境 
林床植生構成・林床植生被

度・表層土壌状態など 

森林 
人工林整備状況・林相構造な

ど 

  

解析情報データベースに関しては，シカと森林の

統合的管理において課題となっている項目の整理

と予備解析を行った．統合的管理においてシカの現

状をまず把握する必要がある．そのため，シカ個体

数（密度）の長期的な変動を把握することから試み

た．丹沢大山地域では場所によりシカの個体数や密

度が異なっていると推定される．そこで基盤情報デ

ータベースからシカの区画法の GIS データを抽出

し，全体の変動を把握すると共に地域ごとの変動を

把握することも試みた．また，シカと森林との相互

関係を把握するために，基盤情報データベースから

シカの密度指標となる区画法や糞塊法のデータを

抽出し，その地域における森林の情報（林床植生や

人工林の整備状況など）の情報も抽出することでシ

カが植生，特に林床植生に及ぼす影響評価も予備的

に行った． 

 



4. まとめと今後の課題 

 本研究では，シカと森林の統合的管理を目的とし

た GIS データベースの設計を行い，GIS データベー

ス全体の内，基盤情報データベース・解析情報デー

タベースの一部を構築した．構築した基盤情報デー

タベースは，現在各機関・部署が所有している情報

を統合するデータベースであり，このデータベース

を利用することにより作業の省力化や他の機関・部

署の持つ情報を理解することによる情報の共有が

促進されることが期待できる．また解析情報データ

ベースは，毎回データベースを構築する必要がなく，

必要に応じて課題に応じたデータを基盤情報デー

タベースから抽出し，解析を行うことができ，作業

の効率化が可能となる．シカと森林の統合的管理と

いう様々な機関・部署が係るような事業・計画では

今回設計した GIS データベースは非常に有用であ

ると考えられた． 

 しかし，今回設計した GIS データベースには課題

も残されている．一つ目は構築するための労力が大

きいことである．統合的管理を目指すには，関係す

る機関・部署が多岐にわたるため，データ量も多く

なり，データのフォーマットも様々である．収集し

たデータをすべてユーザーが利用しやすいフォー

マットへの整理し，データベースとして構築するた

めには構築する機関・部署への技術的・労力的な負

担が大きくなる．また二つ目は更新の負担である．

データベースが構築できた場合でも更新すること

ができないと事業・計画へのフィードバックをする

ことができなくなる．そのため，分散型データベー

スにするなど負担を少なくしながら確実にデータ

ベースを更新していく体制作りが重要となってく

ると考えられた． 

 

謝辞 

本研究は丹沢大山総合調査，丹沢大山自然再生事

業に関係する多くの方々に協力を得た．心より感謝

の意を表します． 

 

参考文献 

神奈川県（2008）：第 2 次神奈川県ニホンジカ保護

管理計画，神奈川県環境農政部緑政課 

丹沢大山総合調査調査団（2006）：丹沢大山総合調

査 アトラス丹沢第二集，丹沢大山総合調査実

行委員会 

山根正伸・笹川裕史・吉田剛司・鎌形哲稔・雨宮有・

鈴木透・金子正美・原慶太郎（2005）：自然再生

事業を支援する統合自然環境 GIS の構築－神奈

川県丹沢大山総合調査の取り組みから－ 第 14

回地理情報システム学会講演論文集，589-592 

Côté, S.D., Rooney, T.P., Tremblay, J.-P., Dussault, C. 

and Waller, D.M. 2004. Ecological impacts of deer 

overabundance. Annual Review of Ecology and 

Systematics 35, 113–147. 

Fuller, R.J. and Gill, R.M.A. (Eds.) 2001. Special issue: 

ecological impacts of deer in woodland. Forestry 74, 

193–309. 

Gill, R.A. 1992. A review of damage by mammals in 

north temperate forests. 1.Deer. Forestry, 65 (2) , 

145–169. 

Pépin, D., Renaud, P.-C., Boscardin, Y., Goulard, M., 

Mallet, C., Anglard, F. and Ballon, B. 2006. Relative 

impact of browsing by red deer on mixedconiferous 

and broad-leaved seedlings. An enclosure based 

experiment. Forest Ecology and Management 222 

(1–3),  302–313. 

Webster, C.R., Jenkins, M.A. and Rock, J.H. 2005. 

Long-term response of spring flora to chronic 

herbivory and deer exclusion in Great Smoky 

Mountains National Park, USA. Biological 

Conservation 125, 297–307. 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


